









































































































































分の力で生き， ！ ' '央から生きないということ，彼は限界なしであるとい
うことを懲味する。…人間は神のようである」 （『創造と堕落I)。結局，鵠
力に訴える者は, I1M人であれ集団であれ， 「自分の力で生き｣， 自らを鶴
の実現者として，神のごとく振る舞っているのである。朧史の主は人間
ではない。人間の行動が神の義にとって代わることはできない。それに
よって真の平和と秩序がもたらされることはない。
淵|解は神によってすでに成し遂げられているという和解のメッセージ
は，われわれがすでに他者としての神に受け入れられていることをわれ
われに告げ,他人に心を開くように促す｡「キリストは…･ '･字架を通して，
両者を一つの体として神と和解させ，十字架によって敵意を滅ぼされま
した」 （エフェソ二・一六)。むろん他人との関係はどんな場合も容易で
ない。しかしそうであるからといって，他人を敵としたり，悪と見なし
た}）しない。今H,敵味方思考，単純な善一悪二分法の横行を危棋せざ
るをえない。W・フー|､は他人の視点に立とうとしない生き方を「原理
主義」 と呼ぶ(I腺理主義一確かさへの逃避｣)。しかし自分の主義主
張を絶対化するのはむしろ精神の弱さであり，原理主義は「確かさへの
逃避」なのである。和解の主への信仰はわれわれをこうした腺理主我か
ら解放し， 自分を受け入れ他人を受け入れ粘り強く共に生きるように促
す。たしかに今| | ，世の中はせちがなく，他人にかまっていられないよ
うな厳しさがある。 「確かさ」を求めたくなる不安の材料に現代世界は事
欠かない。 しかしまさにそうであるからこそ，和解の現実に共に生きる
ようにとの和解の使信は，われわれの耳にいっそう強く稗かなければな
らない。
⑩
⑭
神の淵I解の現実は,神の戒めがわれわれによって具体的に生きられ,証
しされることを通して示される。エーバーハルト ・プッシュは，昨年秋
の来、識波で（｢9･11以後の神学の課題｣)．教会が21)年来宗教と道徳の
私的領域に引きこもり，枇界をグローバルな次元で経済のばしいままな
支配に委せてきたのではないかと問い，改めて教会の|政治的神奉仕｣を
呼びかけた。杣解の神はこの世の主であり，膝史の主であり，教会には
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世に和解の言葉を証しする責任がある。たとえば教会は「負るな」とい
う神の戒めを証ししてきたかと彼は問う。E･ブッシュによれば，教会の
政治的神奉仕とは，政治の領域で教会が担わねばならない政治的見張り
役の中にあるのであり，「教会は政府とその支配の下にある国民のために
祈るべきである。そのさい教会はこの領域で神の意思に適ったことが行
われているかどうかを吟味しなければならない」 (i福音と世界」2{)03年
1月)。和解の神を信じるとはただたんにすべてを水に流して仲直りする
ことではなくて，神の言葉に示された神の意思の実現を問い， それを求
めることである。「平和と正義のために配慮する課題」 （バルメン第五項）
を託された国家の在り方を問い， その委託の実現のため共同責任をにな
うことである。E･ブッシュは講演を次のように縮んでいる。 「2001年9
月11日以降,平和がたんにテロの防止とテロリストへの処罰だけに基づ
いているなら，平和は存在しないだろう。平和が，現代世界の最も貧し
い人たちの正義を求める新しい努力から生まれる果実である場合に， は
じめて世界に平和が訪れるだろう」。 まさにこうした｢最も貧しい人たち
の正義を求める新しい努力」を，和解の神の支配への信仰は，われわれ
に求めてやまないのである。
(IアレテイアjNo.41, 日本キリスト教団出版局, 2003年6月1日）
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